
津

軽
藩
に

あ

け

る

凶

作

飢

謹

-

未

開

の

飢

優

を

申

化

と

し

て

-

東

尾

環

一
.

.
封
塵
社

会

に
掃
い
て
T
e_
､
当
碑

の
学
者

の
言

う
よ
う

に

｢
展

TbN
感

材
淋

し
と
い
う
喪

木
主
義
犀
想
*
･広
く
い
き
わ

た
り

､
学

オー
敢

｢
百

姓

Tll
国

の
御
堂

｣
で
あ

っ
た

し
､
社

会

に
市

tL
寄
,卑
令

も
武
士

に

つ
ぐ

も
の
と
さ
れ

て
い
た

O

併

し
､
そ

れ

は
単
な

る
形
式

に
す
ぎ
ず
t
乗

降

に
は
水
草

正
信

カ

｢
女
権
鐸

｣
に
み
わ
ヨー
巧

｢
百
姓

は
戟

の
食

わ
ぬ

よ
う

に
~
不
定
な
き

よ
う

に
清

吉
こ
と
寒
な

り

｣
と

の
言

寄

か
-り
モ
判
LrLT
様

に
百

健
i.fL
食

糧
せ
膿

凍
丁
ス
ッ機
械

､
寒

異

で
市
り

､･
人
格
吉
報

の
･リ
SL
す
武
士
階
級

の
搾

取
り

SL

対
象

に
7

8ij
tlL.か
fJ
た

,

津

姪
藷

に
お

い
て
4
1摩
血

生
葛

餅
レ
丁
り
it
た
こ
と

_T
吉

･つ
ま
で
モ
な

い
倖
~
荊
預

け
}
J

F:S也
麿

が
煎
叫

の
最
北
端

L
'
巧
r
T.た

り
､
雫
信

に
更
ヨ
Jt
や

､
常

北
碑

石

の
乗
馬

貯

疎

さ
貰
間

に
.
根
笠

てご
て
た
､り
す

胡二
.'J
電
作

に
と

っ
て
大
き

な
障
考
と
･な

つ〃
た
C

二

の
特
殊
撞

げ
甲
賀

L
1
甲

-～
､
人

々
に
深

い
軸
豪

雪
残
I

E
の
が
凶
雁

ttI./
奉

り
∴

て
丸

に
雅

-つ
飢
健

で
両
石
.･.

へ
し
の
棟
十日b
翫
領

L1
遭

捜

し
､
腰

曙

へ
ま
た
書

芸
居

が
ど

の

よ
う

に
二

刀
居
塊

に
対

処
し
た

か

ノ

現
在
な
お
膚

業
棟

帯

刀
頚

,)
頼
県

に
も

C
て

､
凶
碑
飢
健

の
句
歴

は
十
分

に
興
味

萄
t′j
t
の
Lヒ
吉

,乙
Lq
Jつ
o

I.
凶
托
痔

に
着

け
丁rJ美

席

に
つ
い
て

菟
す
津

軽

の
E
l
大
前
僅

ヒ
言

わ
-jT
香
元
裾

､
宝

層

､
天

明

､
天
保

S
天
厚

竃
承
て
.か

こ
う

C

元
禄

の
場
合

に
は

､

｢
津
軽
飢
健
缶

｣

｢
永
膚

日
記

｣

に
よ
オー
は
､
天
候
不
順

で
聾
消
え

が
壊
れ

､
確

瓶
を
氷

に

Jrl)た
寸
こ
と

､
野
点

'
嶺
轟

等
農

耕

が
苛

TTt
､
]
/
の
上

J
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碍
J.S
内

稚
.籍
女

瀬

の
大
息

雨
だ
よ
り
脚
稚

ヒ
な

っ
窄

の

で
海
苔
｡

空
電

の
持
合

の
天
壌
富

｢
浮
発
薄

8
龍

し
の
伺
玉
名

に

っ
■
て
諦

'{
て
鬼

石
と
､
耕
作

に
常
傭
奇
石
三
月
か

わ

十

月
ま
で
に
.

く

モ

リ

の
日

田

ltT

I
〆

綾
南

の
白

酒

r/
iin

沫

蒋

ハい
損

ヒ
ttT.
っ
て

李
日

､

I
U

.
七
%

l
二

二
五
%

三

日

･
三
光
.

し
か

も
く
も
り

の
tD
tこ
け
増
す

雨

ガ
縛

リ
､
撰
喝

S
臼
に
も

四
月
か
-り
大

月
ま
で

の
向

に
は
馬
で

SkT･誓
こ
4J
巧
っ
て
い
ち
刀
で
6
.君
っ
こ
の
凍
缶
憲

天
壌

の

泡

'

田

畑

刀
詫

扇

げ
横
蜜

亨

っ
け
､
こ

の
年
幕
府

に
出

し

た
和

筈

に

f
て

こ
､

｢
周
議

闇
建

S.:i:
T

u
瑠
塩

甚
嘗

句
､て
等

二
心
濁
音

･'..Jt
十

石
｣1
円
滴
を

富
士
竜

喜

冶
甲
･･T
寓

竃

八
鹿

字

h,'練

絹.
聖
霊

一
馬
宵

+,
管

玉
措
石
舗

鰻
書
式

十
百

三
冶

三
番

外

ニ

∴
現

月
T

t
'

高

冶
九
有
夫
今

ltt
壱

五
冶

三
石
五
*

tE
幼
主
何
滴
毛

告
,～.重

油
穴
馬
ヰ
竜

三
姶

石
像
｣

(
津
軽
薄

日
OtuB
)

と

有
り
.
凡
千

七
勃

川
上

が
頒
′も
し
て

い
石

｡

失

明

の
場
合

に
は
周

二
年

よ
り
天
候
か
襲
来

で
旬
り

､

1LT
曹

中
よ
り
御
国
禿

市
境
亨
葛

申
雨
降
車

き
六

日
十
七

日
十
八
a
三
十
百
滞

米
七
持
十

八
日
十
九
P
周
雨
ゝ
北

東

祷
実

像
打
つ
†
空
雫

陣
箭

領
巾

二
相
成
i･
･
卜
二

下
噌

)

.i

(
津
軽
薄
声
託
)!

..

と
U
っ
准
毎
で
寄
っ
た
ガ
'
諾
い
で
翌
三
軍

モ

｢
春

先

よ
り
葛

に
写
ち

号

で
東

風

吹
績

き
け
ち

が

七
月

十

l
tn
髪

瀬

の
上

の
東

は
雪

の
幼
く

L
'あ

り

し
か
は
木

ヒ
な
く
草

と
な
く
常

箱

て
苛
酷

不
熱

に〓
相
成
け
tCr.･
･
･
･
･C

中
略

)････
八
日
十

二

日
よ
り
風
雨
冷
涼

十
三
｡
)
董

避
).tlj

暴
風
雨
堀
並
穀
物
類
士

に
頂
も
十

五
日
層
碑
新

田
布
石

並
滝
/屯
田
畑
は
碑
常
山
苛
五
穀
順
宮
紫
敷

L

(
素

北

竜

今

朝
領
泰
平
底
意
宅
東
レ

と
い
･つ
米
舞
で
祈

っ
た

.

末
席
寒
村

に
市
い
て

け
'
末
席

三
年

L石
碑
十

字

に
到

ち
八
耳
向

の
･つ
う

､
末
席
王
寺

の
卓

嫁
を
硬

さ

.
七
生
周
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は
全

て
凶
作

で
寄

っ
た

の
で
あ

り
知
嶺

モ
長
男

に
わ
た

r

た

た

S
.
領
民

の
蔚
第

1号
甚

だ

し
P.}
モ

の
か
葡

り
た

C
争
.

最

も
湛
膏

の
大

き

分

っ
た
同
日
等

の
未
済
を

落
石
と

｢
立
春
蓋
青

の
其

日

誌

か
青

嵐
蜜

叶
に
疎
発

議
二
二
月
上

巳
の
承

句

に
富
加

ヒ

ヒ
痛

撃
消

せ
す
農
家

に
て
牽
凍

官

用
ゐ
た

り
･･人

中
韓

㌻
･
し

箪

n

の
東

尾
涌

く
鍵
三

尊
り

⊥
ハ
宵
土

詞

に
入
り
て
モ
督
香
亭

々
と

し
て
末
席
牽

-･1議

天
白

日
吉
晃
巧
等

腐

レ
嘉

な

り
一･土

中
緒

丁

･二

七
再

十

七
日

)
甲

り
さ

弓

雲
母
霜
三
軍

･?
･･,競
漕

警

官
傾
き

.

た
り
撞
罪
老
葛

-て
空
鬼

で

モ
巧
′祷
忘
音
溝

ti.:.
リ
‥耳
鼻
嘘

締
出
増

の
露

に
良

夫

ヌ
量

T･.て
糞

t1
署

蔑
膏
貰

え
ず

頻

に
は

/]

過
豊
橋

よ
り
雲
少

し
く
鐘

望

-
日
光
を
定
石

等

布
石

の
刃

五

日
F
'

至
六

日
封

に
し
て
原
簿

の
降
魔

顕

る

が
耗

･････(
下

略
)

｣

(

天

帰

凶
常

襲

妙

)

と
奉

り

､
学

の
薙

天
候

の
催

音
触

り
う

石

C

以
上

元
綿

､
窒

暦

､
天

明

,
天
僻

と
子

の
匪ー
碩

時

に
わ

け
石

天
候
季

頚
て
き
た

が

､
こ

の
子

つ
な

天
候

不
境

が
東

藩

に
お
け
る
凶
作

の
主

原
因
で
祈

っ
た
｡

封
建
晴

代

に
萄

二

1
1

.
帯

藩

糾

弾

と
わ

れ
'
中

央

に
満
ち
幕

府

を
中

心

と
し
て

'
各
藩

は

､
千

九
学

才~
他
国
ヒ

の
蓮

韓

も
な
く

I

慣

¢

拷

主
星
で
第
ち
か

の
如
き
存
衣
で
市

リ
.
F
'
藩

の

蘇
我

を
き

yJ
･̂ん
て

JJ
声
1.
6
け
鹿

常

で
奉

;

､
兼

吉

中
心
上

す

石
倉
鮭
自

足

の
魯
君
定
演

で
寄

り
た
た

S
'

I
東
着

内

の
続

節
か
塞

く
､
増
綻

と

も
な
九

拝
.
た
ち
吉
う

に
し
て

覇
竜
が
常
生
す
ち
こ
と
に
な

ち
の
で
司
り
',

学

の
倦

淡
雪

筆

毒

に
卑

し
が
モ
モ
itj
の
と
な

っ
た

の
で
布
石

ハ

そ

の
俸

凍

.
苫

巧
斉
賓

に

つ
い
て

実
紺

の
廓

健

吾

と
り
あ

げ

て
竣

ぺ
て
持
.～
t
J
と
に
寸

ち
Tl

二
.末
節

の
熊

笹

Jrrノ
.I;

J

て

効
葛

西

末
節

の
飾
磨

替
実
蕪

の
下
噂

に
ょ

1
て
育
生

し
た

叫
二

一

は_
前

進

竺
遇

tI
′
で
吊

石
か

.

二

刀

天
登

に
加
え

ろ

_こ
l
人

箕

と
皇

苧
つ
'.(
き
争

l
っ

の
属

国

棉
あ

否
の
で
布
石

1
即

ち

一
部
為
置
者

が

､
そ

の
馨

言
え

な

か

っ
た
ヒ

い
､ユ
濡
つ

人
ガ
に
C
い
て
の
欠
陥
で
不
吉
〝

寄

〓

｣
勧

用
人
樋

口
瀕

三
触

妨
繁
を
虜

研
き
膚

と
義
人

で
方

言
こ
と
孝

則

嗣
し
て

､
畠

己
の
判
丑

宅

t
は
か
ら

ん

と
し
､
嶺

-
不
頚
そ

の
他

の
者
品
を
領
内

で
儀

遷
す
石
な

･け
ば
相
当

の
利
首

を
得

否

だ

巧
う

と
す

ユ

伊
.
I,t/
の
講
金

- 1も -



と

し
て
愈

三
′†
所
管
年

増

L

t
学

刀
仕
肇

に
と
り
赤

か

っ

だ
が
t
t
舵

に
竃

琴

せ
ず

炭
異

に
終

り
J
革

質

摺

と
ち
っ

た
｡寒

二
に
は
撞

Lj
と

鍔
梅

山
白
帯

兵
衛

､
未

各
藩
七

蘇

1号

藩
主

め
等

戸
篭

に
細

辞

し
(
.芋

戸
に
任

で

う
L
:

に
差
碗
酒

食

詔
嶺

､
七
十
両
食

酢
与

藷

金

を
硬

い
込

兎
.
学

力
鱒

勤

♂
義

春

両
室
喧

し
連
語

L

J
を

適

キ
香

草

で
!
キ
読

話
戸

に

喝
送

存
知

し

て
動
索

牽

.i,,.仕

手

つ
レ｢
し
､
竜
窺
薄

さ
=
･ヰ

石

船

五

十

縛

､
車

二

㌧∵

ひ
り

芋

丁
寧

〓

雪

空

･h
T=･･
ニ
十

雷

石
ま

で
斡
遷

せ
八

レ
云

藩
し

､
和
琴
若
人
に
金
を
層
し
老

半

を

買

虞

粟
さ

せ
奈

室

-
三

言

二
～去
.;･石

ぎ
ー

て
J
寒

天
偉

空

析
芸
,l
'
露

昏

藩
学
牽

き
如

T

､
人

々
が

繋

ぎ
･正
て
た

に
モ
伊
曾
圭
一

や
､
大
雪

茸
と
包

汀
藩

Tl%
の
悲

況
を
寄

主

に
醸

し
'
ぞ

β
畠

に
二

簡
環

に
72

･,,
一

意
未
済

が

行
わ

S
な

か

っ
･己

ヒ
い
､つ
亨

'.t].･.〒
ノ
覇

ハ二
二
..

警

…

.F.1.i
,.)
圭

二

J.
･

,･.tJ..:
･.
..
.,二
.I.;i
.:.･.I
..1,
.:,..I..･lJ.,i...1.i1..I,.7.i

よ
r7,ヒ
.

｢
天
明

元
年

八
tR

,･〓
ハ

h
l
･讃
往
絞

首
琴

L･.1;I:
門
播

種
婿

L

と
弄

り

'
養

撃

言

警

L
Tr
い
て
と
j
.

｢
薮

同
軍

薄
霞
奉

告

ir,素

養

種
付
宴

軍

て
範

僻

耳
置
虞

一

屠
常

々
貧
令

色
近
箆

削

て
畔
曲

に
相
葛

真

上
壬

生
i<
凶

棟

tf
登

･tJ
iii
守
如

箪

万

モ
甲
有

責
虐

無

其
債

人
声

策
巧

泉

号

S.
I空

士

t
苦

蜂
毒

全

/＼
華

南

の
取

次
国
家

の
天
草

壱

モ
不
壊

露

不
屈
窒

雀
頼

莞
召
席

････
(

下略
)
怠
り

(
佐

義
家
.記
)

と
笥

り
･
､
家
老

転

官

冠

で
､り
丸
て

い
hrfL
の
で
弄

り

､
商
人

の
憲
衷

竃

知

り
緒

言
.L

て

.
項
雫

に

｢

rJ
て

ほ

､
天
明

l
T
耳

,

｢
把
賓
草

々
嚢

上
納

年

下
席
末

上
納
硬

仲
村
｣

ハ
天

網

増
JtPiI:
iL三
宝
,.

｢
聖
軍
義

L1
両

相
克

億

町
山
東

四
面

左
衛

門
米
穀

零
守

周
東
‥仰
衰

上
野
環

中
瀬

封
等

津

出
御

印
等

モ
撃

卜
同
人

.I
人
自

由
に
毎
街

慮

し

ハ
同
者

)

と

衣

･与

'
領

内

の
半

盲
魚

釣
て
浮
出

し
た

一
一
と
か

か

か
竃

､

て
凶
作

FI,
冒

ハ㌧
き

り

し

た

未

硝

三

軍

iト
も

､

｢

上

TIf
･箆
約
･嘗
言

繋

J,]
碩
喧

二
十
万
倍

韓

,tj
･で.
御

週
横

二
三

･.?
琴

研
摩

苧

丁

首
席

錆

に
て

元
東
宮

ノ芝
電

仔

t=
而

翫

空

軍
･rJ
J士
に
鴬

上
納

宕

不
碩
東

上

網

二
軍

舞
-
･
∴

下

鴨

)
L

(
責
締

～JT
素

冒
託

)

と
奉

り

'
･て
香

川
牽

宜

等

勤

し
.
額

田

の
葦

不
足

罫
生
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.L
ろ
こ
と

に
な

て

S
で

索

で
∵

叫
上
乗
咽

の
飢
健

は

凶
根

と

(
魂

の
為

耗
着

伊
東
故

に

ょ

つ
て
驚
生

し
た
レ
二
子
石
ち

の
で
滞

り
.

勿
論

檀

口
強

三

部

に
よ
へ.
て
行
か
オー
だ
寮
七

ヒ
無
知
在
親

電

L
t
･

L
に
は

l

概

.i
i
舌
先

行

い
で
下
巧

･1.

げ

.
終

発

的

i).
琴

か
げ

出
棺

レー

い
､つ
塞
況

vJ
含

乾

し
た

こ
と
に
i,･り
､
.&
取

締

に
ま

き
屯

彰
毎

号
も

二

iJ
の
で
あ

り

･
宋
蒐

･1-飯
雇

の

-
世

と

考
え

等
+(
さ
で
帝
石
う
｡

ゴ

専

東

経

敏

′.ヽ

杢

準
i
i.お

IJ
て

･
笥
嘘

の
不
壊

rT,米
飯

は
等

ノヽ
か
･r
努

ま

し
て

い
た

･∫
う

で
写

り

'
薫

で
T
.帝

位

的
に

こ

れ
笹
神
･

ナ
二
J
い
た

:

明
知

人
草

五

tF
廿

ェ
B
､
姥
萄

肇
諦

にご

り
rJ
て

の
濁
水
を

出
し
･
頚
痛
百
姓
喪

鮮
錦
沸
す
ち

こ
と
が
多
く
キ

'(t
ti!
こ

と
雪
韻

'.(
'
薮

し
く
取

飾
る
方

針

を

と

(
た

の
で

高

石
fJ

｢
可
頼
腐

ハ
責

付

ti･
柑
待
人
書
八
竜
和
之
得

紳
三相

腰

可
中
庸
名

村
役
人
不

.3
婦
女

碗
-

席

は
盲

唖

恐
代

一
両

人

t一
再
可
廟
地
膚

,舐

卑

石
塊
集
束
努

中
食
領
蛮

地
再

度

泉

門
荊

三
相
藷

禦
満
額

慣
嶺

や

苛
･千

･
･･(
中

野

㌻

･
愚

昧
N

E

の
FJ
も
全

心
得
轟

鰐
而
た

任
駕

弘
定

立

八
竜

き

勧

化
晋

ll
も
不
坤
付

掃

････(
中

略
㌻

･･FD
施

G
t奉
行

叶

lt
吟

味
､r[
上
理
非
4
[
泉
患

別
頭

取
Jて
看

JJ
里
衡

仕
置

tt

中

村
寄

食

七
石
盤
某

宅
炎
門
謙

二
7
慨
席

と
も

一
同
各

等
申
付
偉

･････ハ
下
線

)

塙

uT(

曹
缶

地
盤

)

耳
-
)
i/
!山蕗

早

秋
十
年

八
月

廿

四

白

に
も
幕

府

か
わ

の
禁

ヰ

電
奉
養

し
､

r
押
雄

三
ネ
薫
沖
沫
急
車
此
置

申

付
輝
横

司
額

心
得

候

)
車

(D専
寵

#
.飽

)

と
有
り
.
展
罰
ナ芯
も
r
て
哩

寸

不
磨

帝

上空
不
し

て

い

ち
㌦

で
苛

蕎

:

)
那

_

Li
;

.
石
塊

S
騒
動

は
乗
場

丹
前

に
車
､

･
脊

髄

的
､
小
規
模
寿

が

,り

t
草
生
し
て
い
た

と
思
わ

,,~
石

が

.
(
,
判
が
灘
攻
細
轟

的
.

大
規
模

方
f
E
の

ヒ
LLE
つ
て
､

天

甲

S
釦

摩

雀

契

機

と

し

て

､
章

節
層

に
考
未

L
t
自

己

の
生
食
毛
細
埼
せ
人

と
す
ち

騒
動

と
な

っ
て
~

頃
所

で
発

生

し
た

の
で
あ
る

｡

㈹
青

森
騒
動

青
森

常
勤
発
生
前

､

ピt
作

に
よ
り
領
円

の
米

が

お
壕

L
t

産
米
は

-
だ

い
-こ
高

億

と
L
ILt
-

1
尭

東

け
殆

ど
な

く
な

っ

て

し
ま

っ
た
.･

*
,
n･,
為

町

の
米
持

に
米

を
出

さ
せ

よ
-つ
と

L
Lに
.
廿
.
行

届

か
+
/

壷

に
rt.円
舞

喝
船

香

と
り
や

め
..
米
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ま

わ
下

作
.
て
く

11
ち

子

つ
に
ヒ

カ
想

い
が
戟

曾
1
g~
石

に
苦

っ
た

の
で
あ
hT>
{

r
Jtの
事
溌

1
'
考

森

町
単

行

七
i
L
賃
銭

.
川
越

i?
部

を
海

門

よ
り

5:
報

告

に
よ

り
軸

･.?
=一
丁J
i.
即
ち

｢
青

森

町
厳
封

零

下

仲
4
'
腐

軽

々
食

滞
高

僧

罷

成
先

頃

i･b
C
t在

月
表

東

森

御
座

蜜

町
米
持

省
･V
者

嶺
棄

額
申

仲

夏

出

せ
坪
席
得

で

行
届
東

懲

町
+
]竜

虎

卓
効

唱
和
出

帆

書

留

練

物
付

韓

下
嘗
摩

畠

-
親

露
出
項
申
歌
碑
｣

ハ
津

軽
薄
日
_記

)

と
市
有

〝

こ

刀
様

な
'#
歴

ー二
対

し
､
藩

で
は

｢
十

二
月

下

旬

に
貫

目
主
管
ケ
雪
駄

ヰ
席
t･.4
零

下碗
僻

村

喪

下置
席
得

で
行

届
魂

素

食
Th/

i(
ヰ
解
密
帝
七
恵
凍
仲

村
都
合

三
十
横

町
飯

米
零

下髄
仲
村

･-
･
(
下
碑
)
L

(
汚
転
薄

日
,記

)

レ
)
･
天

網

二
重

十

二
月

托
東

≡
4
億

の
津

吉
光
下
れ
･た

め

で
あ
石

が
-
こ

の
米

毛
賀
を

五
tF
曙
漣

に
消
費

だ
射
て

し

ま

い

､
貫

､

｢
感

耳
痛
膚

不
意
.書

月

u
要

り
在

々
売

木

私
底

l壷

廃

り
凄

々
在
米
碑
合

七
着
御
虐

席

而
強

電
寿

轟

米

額
鹿
麓

留
中
原
申

三
相
朝

下輔
≠

洩
官

tt
木
簡

･爪代
引

上

り
･轟
兼

鈎
或
･･･
･tT曙
)
L

(
津
軽
篭

日
ね

t)

と

い
･つ
群
舞

に
な

(
て

し
ま

っ
た

の
で
布

石
.i

藩
レ
)し
て
t

､
七
符

に
在

る

と

'
我

卿
を

帝

い
出

て
毛
､

也
吋
ソ
ニ

ー
屯
摩
し
顔

,,
程
'

伊

吉
で
す
り

､
何

の
･V
嚢

も

行
､つ
こ
と
排
出
東
告

か

1
た

F
,
で

有

石

∴

｢
人

別

席
七
夜

三

百
前

審

宴
人

翻

弄

や

て
上
知

範
穣

仰

げ
額

下
置
轟

畠
畢

屑

頼

S
f御
津

沫
海

南
畠
額

仲

村
項

旨

坪
内
電
席
L
Tt
浮
撃
題

目
寵

J

惑

耶
苦
6
.
甲
窮
.i=
･
前
垂

-
た
我

に
､
出
棺

が
予
想
さ
L
.

領

内

の
繋
t+
･定

が

T｡

1
き
り

し

て
JJ
E

に
も

か

＼
わ

･r
ti/

大
貴

の
兼

官
)浮
出

し
た

こ
と
に
原

田
が
あ

る
の
で

奉
り

､

取
動

の
原

因

と
守

っ
て

い
ろ

〝

rr
J

こ

の
神
水

的

な
末

節

に

切
う

苛

に

T･
暫

言
え

な

か

ハ.

た
封
筒

の

l
っ
と

し
て
帯

留

の
r
J
ヒ
林
禿
ろ
e

二
郎
1円
前
述

の
噴

射

か

わ
も
加

わ

か

b.･T
が

､
青
森

の
寿
米

､
飯
米

の
不
足
を
生

じ
そ

原
田
で
市

巧

.｢
盲
穿
癖

老
像

不
激
ご

付
折

々
米
留
頼
書

置

町
中
飾
勅

零
下
け
相

成
頼

･･⊥

川
下
暗

)
し

(
津
軽
昔

日
東

レ

と

あ
り

t

ty
J

騒

動
梼
青

森

町
民

よ

り
岩

出

さ

加

た
帝

上

春

の
中

に
も
､
帯
留

の
線

束

が
昏
曳

き
刺
て

い
雫
.･



｢
従

弘
粥

青

森

蓬

相

U
,て
米

債

細
密

解

而
春

巻
砕

け
勿

論
近

在

台
少

々
〝二
兎
栄

V
持

前
在

/日
甑
七

･lj

即
甚
不
審

教
養

共

御
座

僚
琉

亨

悪

石
本
ETB
面

引

取
奉

層

犀
L

(

育

森
満

渦
膏

史

)

と

あ

る
ハ

こ
れ
i･.･1
･&
作

6
,
烏

I
何
葱

t..,
もし
諜

不
定

で
吾

る

鳥

.
青

森

(
米

を
き

っ
て

け

'
¥

竺
柊
)ィ
,
ア
ポ

で
飾

布
す

る
着

が

生

じ
TQ
の
音

蛎

ぐ
発

E5]
愛

モ

っ
て
J
各

班

で
白
兎

き
せ
ん

と

し
た

の
で
).S
否
が

､
て

fC,
薫

異

､
米

(,
･詫
垂

水

ふ
さ
が
り
'
青
森
飯
翠

が
ヌ
毒

し
､
塾
ij
T
=
騒
動

に
及
ぶ

の
で
あ
る
｡

天
明
三
年
七
月
十

m
夜

､
東

町
確

十
解
火

元

に
て

二

へ
町
'

米

町

､
越

前

町

､
婁

右

打

J
町
寧

行

∴
曹
細
島

神

社

盲

で

類
漉

し
た
大
火
の
後

､
打

月
日
額
す

る
チ

つ
に
な
｡
AnmT
騒

々
し
く
な

っ
た
が

､
珂
n
:十
九

日

｢
町
々
何
jt
t
相
談
･TJ
事
触
座

候
由
に
而
毘
沖
円

に
尊

台

敦
蕗

に
も
寄
合
勧
座
席
｣

(
青
森
串
霊
夢
史

)

と
萌
リ
､
何
事

か
細
薮

さ
れ

七
が

･

｢
雪

日
与
泰ヽ

五

ツ
晴
自

対

円
大
家

小
友

に
王

道

杉
価

に

寄
合

名
主
食
締
寄

屋

句
兵
衛
折

江
凡
人
教

t

八
百
人
押

寄

せ
水
道

結
審
壷

箆

,て
率

蓉
血

に
付
を

亙

四
合

4
(
願

出

に
徹
座
嘩
讃
町
溝
食
析

江
是

も
人
数
十
線
入
神
寄
勧

項

米

沖

笛

願

中

上
膳

｣

(
青
森

首
芳
享
受

,1

と
七
い
り

､

二
の
頬
席

の
最

中

に

'

｢
重
り
孝
頂
専

町
趨
屋
貢
兵
席
涛
畠
白
帯
帝

人
定
席

し

(
壱
衆

市
LEi革

史

)

と

)̂
､つ
産

米

で

化

へ
漂

いハ
モ
青

竜

ー
暴
虎

の

t
人

が

自
尊

寸

る

L
I
Fn
JJ
'
〓
刺

状
百

度

の
動

機
と
な

っ
て
I

帯
集

の

激

怒

J軍
呼

iJ,J
お

こ
し
､
巾

ち

二
わ

し

の
挙

に
到
ら

せ
た

の

で
あ

て.T
｡

今

､
繋
徒

に
｢i)
リ
硬
壊
さ
れ
た
家

そ
兜
石
と
､

｢
嶋

摩
差

異
街

近
江
撃

半
左
南
門

村
埜

ヰ
次
郎

璽

雇
傭
七

害

空

二
部
論

.軋
音
兵
衛

射
貫

へ耶
兵
術

弁
差
足
兵
衛

審

屋
書
名
奮

門

奥

野
虐
定

石
衝
門

｣

ハ
浮
軽
薄

白
託

)

の

十
軒

に

も

超

八

で

T,
否

の
て
｣の
り

J
全

て
音

零

と
言
わ

れ

る
貴
重

で

､

二
九
ら
.の
歳

よ

り

八

九
千

席

餅
6
,

兼

官
角

出

し
.

よ
､つ
粁
く
暴
徒

は
彬
畑

(
ひ
さ

と
り
は
じ
め
た

の

で
6
･LLn
か
n

暴

徒

に
対

す

石

化

の
豪

家

の
鮮

度

は

I

井

出

tx
J行

い
'

酒

屋

で
は
漕

ikJ
の
ま
せ
た

り

し
て

J
ヌ

､
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｢
共

同
N
申
新

町
な

層
太

左
宙
門
蔚
白

河
町
も
女

官
名

商

円
満

ft
町
内

(
束
覆
鹿
家

t
鹿

に
錬

t
便
喝
軸
阜

峯

衝

犀
侭
｣

ハ
意

慮
葡

業
者
史

)

と
環
即
せ
与
､竺
ノハご

!
と
に
よ
り
T
軽

電
の
ガ

卦

7
.い
る
の

で
扉
ち
ハ

〓
グ
鱈
範

モ
二
十

l
日
等
串

.

｢
頗

三

登
米
密
事

田
舎

に
瀦
仲
村
候
贋
,て
鶴

野
戎

発
破

仲
村
候
｣

(
竜

泉
市

浩
尊
度
)

と
衝
か
P/L
出

さ
れ

.

で

l
産

め
者
東

電
寛

.
何
首
官
.

杉
神
に
寄
合

tsJ
短

さ
願

出

の
轟

き
を
増
額

し
､
習

=
t･
ニ

日
誌

の
様
な

願
言

出

し

て

い
首

.〟

｢
米

一
十
茸
分
当

御

町
中
餅
射

裾
線

萄

下
雷

贋
線
角

マ

潮

軍
船
嶺

大
泉
品
御

引
帽
御

夢
溝
都
合
釦
蕗

等
細

町
中

碑
果
報
下
笹
横
様
華

厳
偉

l
綻

t7:Fl
･訝
青
倉

迄
軒

l-/
･て
球
留
衡
座

席
顧
青
票
凍
留
勧

引

見

季

濁

備

〔
下

鴨

)

I
E
l
ヶ

年
以
前

フナ
年

佑
顧
慮

.蔵
置

ネ
弁
解

蝦
壌
下

電
慧

町
中

敢

喪
章

存

経
基
膚
季

悪

心
多
事
存

獲
得

境
台
東

三

嘆
両
人

に
雨
滴

相
知

候
棟
凍
仲
村

都

下
苛
尭
重
義

候
l
当
姉
御
往

来
衛

止
宿
､フ＼御

指
人
膚
鳥
栖
感
動

七
宝
事

下
草
養
革
額

上
席

(
下

略
)

t
此
榛

名
を
会
所
引

射
先
年
+Lr
免
東

仲
村
韓

下昏
席
亭

額

上
席

･･-
(
下

韓
)

l
音
密
教
売
買
蒐
年
士
適

ニ
†
牽

l
出
席
塵

仲
村
布
下

置
蒋
琴
腰
上
候
-上

下

轄

J

l
旦
明
徳

血朗
複

下
置
廃

車

額
畢
｣

二

下略

)

｣

(
看

貴

市

荒

華

更

)

こ
の
席
巻

の
内
富

に
は

.
翫

篠

の
際

に
･
白
合
音

の
食
劇

を
確
保

法
ん

と

す
るも
6,だ

け
で
克

く

､
自
明
廃
止

.
痩

入
経
栗

の
止
宿

の
碍
iiJq
i
T
､
宅

配
雇

に
対
す
ろ

不
満

が
第

･e
わ
れ
て

い
石
臭
が
注
意

三
石
1(
吾

で
あ

る
八

二

九

･の
.
cS
額

い
が

､J,i
J
の
議

席

聞
き
入
れ
め

れ
た

の

か
C

卓

森

野
琴
行

よ
り

の
内
意

に

東

別
け

､
.野
匪

勅

の
座

に
C

い
て
け

●

｢
采

7三
軍
ヶ
年
今
昔
京
町
飯
翠
貯
遷
南

下
管
長
申
立
甚

粒
得
患

i毒

腺
上
月

様

に
布
青
森
軒
飯
料
簡
野
鶴

仲
村

席
は

ぼ

九
滴

一
恵

右
立
通

可
相
成

･･･
～

(
下
略

)
し

(

青
森
青

票
華
穿
)

と
斬

り
･
青

森

町
は

の
再
騰

別
を
鹿

い
け
戦
果
を

い
と
し

て
舞

可

に
な

ら
脊

灯

っ
た

の
で
木

石

｡
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耳
へ
名
主
会
的

~
町
年
寄

の
件

に
つ
い
て
モ
許
可

に
な
ら

な

か

っ

た
.die,

米
僧
蛙
に
(.
/_,
て
T.]
摺

い
の
葡
=

t
卑

匹
食

と
し
た

の
で

で
あ
り
.

｢
化
黄
同
断
江
刺

州
納
戸
舘
十
億
掬
塊
腐
仲
付
候
････(

中
降

)
･･-
憂
慮

三
治
目
硬

結
裸
仲
付

｣
ハ
漕
無
毒

日
華

と
十
億

の
塞

毛

と
リ
jS
,て
ず

､
大
藩
で

E,
直
良

に
よ

r
t-

押
下
仲
モ
の
で
祈
る
替

､
(
)
封
も
｢
軒
的
な

+i)の
で
祈
り
､

i
,
の
績

J

｢
塵
玄
白

に
相
愛

升

四
金
小
売
仕
と
E3
拾

冒
連
銀

二
滴

叶
木
申
不
足
棒
を

女

日
銀
､ワ＼
鞍

ハ
是

町
韓
僧

二
布
仲
村

へ
以
下
略

)
L

(
津
藍
藩

日
記

)

と
帝
石
よ
､(ノ
に

二

倍

凹
於
日
と
し
､
不
足
合

口
そ

の
町

仁
朱

い
て
慣
わ

せ
巧

こ
と
に
-
]7J
S
で
筋

石
.I

)･Iの
為

~
青
森

で
は

.

｢
名
,ty･道
程

二
申
相
席
葦
米
楕
合

4
1:r
t一7
士
､
脂

分

芥

少

真

上
町
中
音
字

hf着
色
米
俵
産
出
さ
せ
補

助
申
耳
順
｣

(i

青
森
市
芳
書
受

)

と
町

の
董
立

の
巷

に
帝
励

さ
せ
て
')
巧
り

親
木
書
留

の
件

_〓
つ
い
て
tl
J

で
の

船

が

｢
ry
月
山
甲
孝
兵
衛
准
勧
h
嶺

に
て
出
帆
塵

取
備
････(

下
略
J

L

ハ
男
娼

.凶
葡

舞
)

と
布
石
よ
う
に
､
十

で
仁
清

を
出
て
し
ま

っ
た

の
で
あ

る

>

,

一
カ

｢
八
月

三
日
九

ッ
酵
頗
弘
前
裏

白
帝
脚
香
川
て
御
恩
船

沖
留
碗
怖
瑠
偉

L

(
青
森
満
治
華
東

レ

｢
苧

ブ＼暫

空
席
商
翫
望

正
定
席
産
頴
帰
船

tt
僻
要

迎
連

れ
慣
得
共
拍
車
得
心
廉

く
船
虞

不
中
原
募
債

国
庫
白

文

¶八鹿

塵
御

姐
､づ＼
匹
蕗

越

石

､つへ
凍
寒

申

帝
せ
新

月
引
庚

申

席

｣

ハ
軍

書

)

と
布
石
7こ
と
か
ら
､
出

珊
し
た

も
の
を
呼
び

も
i)
そ
う
と

｣

､
そ

√
葦
原
､
漸

く

t
胸
,'
詔
孫
引
き
モ
i
Jす

ご
N
が
出

tf
lt..二
.こ
こ
′･31
-て
一.(
..二
･/
｢
汚

'

fh<
に
こ
f;
騒
動

の
軍

歴

に
あ
た

っ
て
は
､
女
前

よ
り
循
人

が

つ
か

半

て･)
射

て

u
k
?)
｡

｢
津

軽

薄

日
託

L

に
よ

ろ
と

.

｢
木
組
､物
頭

山
東

三
郎

左
衝

門

前

日

1々
-つへ
周
壷

人

大
塊
与
力

八
木
浮
市

r/,

農
満
席
太

2'琴-



犬

鰻
魯
B
匝
三
人

伺
並
だ
麿

三
強

人

鉄
雄

三
治
粍

琴

等

物

額

田
坤
索

i,Ti衛

円

債

乃(
不
潔
,典
範

面

目
何
･

y
間
塵
人

諸
争
警

固
大

人

町
並

足
軽

田
鹿
人

東
児

四
凝
塊

席
奉
行

工
藤
慮
次

下
握
壷

人

勘
定
奉
行

管

角
と

崖

下

得
垂

人

袖

目
付

小
山
内
宮

左
衝
門

奇
金

織

田
藩

十
番

外
盾

年
女

蘇
門

も
七
重
額
仰

付
帰

L

と
有
り

.
総

人
数

九

十

三
人

rrI.鋲

賠

七
十
勉

も
栗

凄

し
て

い
る
の
で
あ
り

.
藩

が
如
何

に
こ
の

琵
毎
号

雪
嶺

し

て
rJ

た

か
か
判
石

S
で

布
石
C

膏
に
~
藩
で
は

｢
七
組
物
頭
持
参

･t､
戟
児

玉
素
手
絵
島
乾
叡
鹿

妻

故

二

村
三
治
鎧
兜
帝
季
候
凍
串
を
と
し

(
謹
聴
昔
日
態

)

｢
五
妻
等

ハ
文
天

に
用
立

可
肩

主
席
不
定
n

も
知
見
各

席

へ
八
草
寒
中
鮭
漁
寄
禰
下

町
虜
席

L

(右

司
書

)

と

の
命
や

壱
出

し
.
r
i
の
騒

動

の
重

圧

に
T

.
大
命

力
を

人
丸
て
い
う

の
で
お
ろ

り

藩
ご

長
子
つ
な
巌
窒

な
経

度

は

､

凶
碑
飯
館

ヒ

'.,
う
非

常

時

で

あ

り
.

生

活
が
甲
萌

し
･
人

74
第
だ
9/
か
な
､り
ぬ

確
言
で
･希
っ
た
為

･
雌
対
に
も
及
ぶ

二
と
宕
壷
h覇

し
､
早

瀬

に
解
凍

せ
ん

と
し
た

だ

弟
で
筋
子

つ
と
周
か

れ
ろ

〝

こ

の
人
教

範
蒋

ほ
よ
り
､

七

月

二
十

八
日
首
謀
者

の
遼
滴

を

行

い
､
守

の
藷

票

､
四
十

人

6
,着

電
粛

七

㌢
そ

の
日

の

う
ち

1
'
包
前
に

引

き
上

げ

て
Tj
石

〝
青

森
騒

動

は

､
か

く

の
如

く
に
し

て
鋸

圧

さ
れ
た

の
で
布

石
が

､
天

明

に
fS'

け
石
埠
観

は
･
r
j
オ
itJ.
け

に
と
ど
吉
､り
す

､

r
J
れ

t
鳩
唾

蹄

で
発
生

し
て
い
ろ
ハ

仏産
原
水
空
軍

勧

寿
森
鰻
あ

の
績
'
党

で
発
生

し
た

の
が

.
･方
領

木
蓮

穿

動

で
あ

り

'

｢
釆

甘
大

日
中
食
と

億
劫

座

席

両
市
痕

(
寄
合
横

間
各

喜

田
済
草
境

薯
石
睡
中
軸
櫛

候
補

i
!芸
竜
寄

合

キ
場

へ

不
出
封
所
有

主
席

は
ば
境

目

の
疑
義
た

る
ir
L

L

(

育

明

四
鼻

白
敦

)

と
の
喝
女

が
ま
わ
り
､
各

対

々
よ

り
五
人
三
人
と
よ

申､
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¥
の
人
数
は
四
十
傑
人
に
モ
毒
し
､
字

の
塙

に
京

い
て

.

｢
新

報

ヒ
莞
苛

両
様

の
頗
可
祭

に
相
宅

同

二
十

八
巳
上

髭

6
,
日
間
相
定
引
廊
帰
し
(

天

明

田
萄

日

紀

)

と
磨

封
す
願

い
老
定
め
､
騒
動

の
予
足
を
超

動
だ

の
で
誘

ろ

二

｣
の
予
覚
滴
り

二
十
/,
ロ
人
数

二
十
余
人

の
も
の

が
弘
前

に
押

し
よ
せ

石
津

川
を

は

さ
丘

で
町
奉
行

と
対
決

し
た

の
で
あ

tQ
が
､貴
ー

｢
墨

の
内

は
痢

省

モ
不
申
上
碁

に
完
備
両
石
再
来

並
芳

方
所

｡/
竺
適
岬
竹
薄

の
旨

絢

武
官

お

へ
嚢
薦
勧

頗
中
上

候
得

共
御

取
上
市
額

下
席
此
席

私
共

薫
渇
命
膿
問
何
年

盾
貯
米
価

速
報
或

備
樺
並
寺
寿
古
平

rr
通
平
莞

Llニ
輯
植

付
碑
下
唇

旨
着
付
を
尺
て
申
出
席
｣
(
天
印
凶
虜

巨
竜

)

と
爾

弱
電
行

っ
た
C.

こ
の
時

､
郡
奉
行
館
.蔓
支

円

伊
と
リ

e
き

､
｢
季
撃

取
知
宅

の
事

に
腐

何

オー
に
も
額

の
趣
策
沖

汚
牢

凄

可
申
粛
闇
宙
黄

道

に
引
取
信
頼
帝
申
何

｣

へ
天
網

幽
蕨

日
記

)

と
め

ろ
チ

つ
1
.
と
も
か
く
右
舷
智

の
厨
/J
看
守

け
入
判

る
こ
と
言
的
専

し
､
納
得
さ
せ
て
引
き
上
げ
さ
せ
た
の
で

寄
る
埋

,
滴

の
良
書

は
､
別
な

と
こ
ろ
豆

あ

っ
た

の
で
勿

l
ノ
､
･l▼

｢
大
葡
萄
蔑
見
強
諌
傭
兵

不
屈
至
毒
草
存
僻
石
碑
食
指

催
席
題

尤
劉
続
き

混
用
固

得
確
聞
や

りへ意

も
卑
寒
.fLL..
上

け

入
牢
顔

面
付
御
詮
議

礁

軸
付
寅

奉

呑
確

｣

(
津
吏
着

日
記

)

と
あ

て=.ご
と
か
､り
知
1号
･,TI
ち
よ
､つ
に
､
HI壷

宅
帰

し
た
緯

P

強
韓
は
不
膚
と
の
理
由
か
ら
､
召
捕
手
打
同
山
冶

人

で
､

学
の
首
謀
巷

ヒ
思
わ
g

ち
老

｢
豊

田
調
理
兵
衛

溜
碕
村

三
甲
耶

町
居

田
村
謀

右
街

門

菜

田
対

孫
左

衛
門

夕

日
同
封
太
,耶
七

下
相
野
対
力
兵
衛

下
相
野
村

五
三
妬

｣

(
湾
牽
薄

日
記

)

の

七

人
首

席

立

.
入
牢

yJ
せ

て
い
石

ハ

首
謀
者

の
逮
捕

に
寸
リ
､
脂
轟
音
舌
凍

っ
た
菅
せ

け
､
全

く
無
力
で
薪
リ
.
h
.IJつ
す
アrJ
.(
)
レ
言

出
来

す

､
蓬

に
輯
鼓

せ
さ
る
香

え
な

く
な

っ
た

の
で
あ

う
〕

耳

.
顧

い
刀
ー野
栄

と
は

､

｢
十

一
ケ
月
当

部
よ
り

凶
確

草

の
用
意

望
詞
t
石
碑

よ

り
雅

一
対
質
惣

百
姓

溜
米
賓

借
着
米

二

一割

か
利
付

に

て
未
婚

粕
等

の
貸

付

へ
柏

卑
し
置
婦

｣
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(.
天
明

妊l
滞

日
ま

J

レ
去
慧
J
さ

と
か

･日
.
不
時

に
備
え

て
覇

T･Y
よ

り
蹄

的
て
下

,J
L
l#

J
亨
て
t

=

･
,i
,
{'
米

-
二
/JET
.l
J...･壷

表

土
.･+:.Q
.
.J

で

窮

弓

こ
と
が
わ
か
て

C

幸

一
rJ
t=
.

｢
老
年

J

･1
声

萱
美

穂

餓
載

仰
相
席

唱
覇

CIY
･tr
華

蓋

芯

二
裡
仰
付
喪

｣

〔
津

軽
海

自
寵

)

ド
.1
Ĵ
,.1"
願

い
で
お

り

､
声

膏

に
,T
ナ

ナJt尭

襟

章
要

ポ

し
モ

責

の
TIL.,
繋
1

た

1

こ

♂
要

求

に
対

し
､
預

で
け
'
怪I

作

痔

で

苛

て
一

二

三

と
考

え
合

ビ

'

｢
牽

サ
貯

米

百
姓

繋

L!廃

人
･tJ
令

ハ
尺
竃

上
鯛

三
宅
不

中
信
･
･
･

(

中
略

)･････
粥
至

J
=
寺
教
で
八
乗
噴

米
滞

不

中
東
約

.｡
代
官
取
立
旭
琶
席
抹
･
-

～
(

中

鮮

)-主

審
事

年

上･]
所

は
銀
S
!,帯
声
菅
七

二
上
納
御
竃
額
面
相
席
慮

･･･⊥

下
鴨

)
｣

(
津
軽
貰
日
記
)

と
.
･野
栄

か
声
音
墳
墓

が
矢
嶋

米

と

し
て
借

入
iSt
阜
l命

は

,UIYjJ却
乗

用

レ
L
L
､
す

で

に
這
如

し
モ
ボ

(
_言
草

.1(
∴

宍
喰

米
を
与
え

石

と
し

て
お

り

､
薄

地

に

〔
.I)
て

モ
売

簸

し
.

百
唖
書

の
頗

IL

･tJ大

碑
庵

き

入
射
言

ヒ

い
･つ
意
が

奉

っ
た

こ

と
は
確

か

で
祈

る

c

L
か

し
.
子

の
向

に
'
と

九
キ
華

北

が
覇

つ
た

刀
か
､
驚

勅
が
無
く
如

ち
こ
ヒ
押

出

来

な

い
iE
力
3.1
も

､

｢
石

薄

よ
り

引
取

碩

以
後

t
向
青
魚

モ
御

沙
汰
無

学

-

(
下

噸

)

｣

(
天

明

出

蔑

甲

記

)

と
萄

り

･
清

の
恵

T
･軍

規

さ

刈
葦

か

〔′
モ

の
で
蕃

=
､
結

局
.
農

民
責

は

､
泣
寝

入
り

の
状
態

で

薪
り

､
梧
画

は
県

政

に
S
.二
.
て

し
ま
r
た

の
で
お

ろ
√

即
鯵

ヶ
沢
騒
動

青
森

騒
動

の
綾

J
滴

々

で
人

々
が
矩

々

L
W
L)様
子

ナ亡
室

し

･
七

日

町

二
日
鉾

ケ

罪

だ

て
も
韓
動

が
驚

生

し
た
r小

町

孝

行
考
薄

日
付

'
御
慶

立
合

i
b
り

の
申

出

に
よ

る

と

'

｢
韓
ケ
碍
町
中
此
所
併
封
坤

盾

二
伸
御
蔵

よ
り
下

町
十㌧

を

軍

師

甘

二
日
､

三

代
苧

TJ
贋

ヒ
申

節
tt而
何
蓮

モ
尊

台

候

而
確
執

仕
無
汚

､て
硬

何
等

朋
企

候

由

相
廟

得
申

膜

｣

(
淳
凝
藩
甲
記
)

と
奉

り

､
熊

木

不
定

の
烏

､
無
窮

に

及
ぼ

八
と

し
て

い
た

の

で
薪

7
‥"
'･
帝

ナ
米

は

､
青

森
と

同
席

､
領

の
曹

曹
滝

で

覇
り

'
電
米

の
寧

モ
あ

っ
た

S
Lで
.
待
人
は
､
二

の
様
KL+

零

田
馬
首
馨

し
.
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｢
潮

汐
沫

+
/
上
拓

を

+
[額

赫
下

ケ
可
額

仰
相

席
｣

ハ
漕
麗
海

口
詑

J

ij
早
老

L!
鎖

圧

の
義

_二
､
循
人

･空
談
渡

し

て
ノ＼
刈

ろ

よ
う

に
レ
･･'･
ST
構

い
出
せ

行

っ
て

い
石

ts
で
石
弓

L
.二

)
刀
不
穏
ち

北
鹿

毛
喝

課
せ
tJ
.
が

.

為

へ
薄

で

は
.

｢
徹

瑞
五
百
度
御
摘
萩
仰
相

｣

(
津
喪
落

日
-託

)
と
束

帯

号

室

=

､
小
売

さ

せ

ろ
こ

と

に

し
た

升
で
あ

て
が

.

(
)

詔

小

有

半

モ

｢
相

場

霧

箱

知
れ

不

聖

竺

一
望

空

き

ロ
ニ
汀

掌

審

牽

サ

膏
金

工
小
売

､て
腐

甲
骨
解

し

(
漕

竪

海

空
.?
.
)

ヒ

あ
り

､

当
時

､
鯵

ヶ
沢

の
米
相
場

口
混
乱

し
て

い
た
-り

し

く

.

玉
串
麿

5.1
米

を

t

t
女

に

-
賓

t
合

の
値

段

で
取

売

し
よ
う

と

-
iL]

rt

L
か

-

こ
封

に
対

し
て

.
領

民

の

ty
対

が
室

じ
.
米

の
億

下
座

､
V
.

)

/
S
借

用
そ
類

い
出

･LL
二

｢
昨
夜
太

守

塵
農

婦
Iつ
え

に
而
空

升
三
舎

二
.相
.額

甲
宰

〓

御
庄
婿

｣

(
漕
琴
遷

牢
記
〕

｢

御
米
華
弁

重
合

:

鶴

仲

村
埜

何
頭

残

寒

て
候

園
壇

新

穀

追
+
[
向

右
御

米

借

出
呉

横
様

ニ

∨一申
儀

一]
御
庄

候
右

放

棄
七

修

両

へ
青

森

同
様

皇
軍

iCJ･V
中

華

正
中

席
｣

(

淫
軽
蔑

ヨ
詑

)

右

の
攻
舶

:_
'
J

リ
甲

り
射

ろ
遍

り

､
鯵

ケ
訳

で
は

'
す

で

に
藷
鼻

緒
義

毛
鹿

二

-
い
L
J
の
で
下

り
､
学

別
号

口
賓

に
､

小
売

米

の
値

下
林

.
稽

用

)
-
い
う
頚

(,
要
求
≠
3拙

し

て
/J

ち

の
で
前
石

〔
こ
れ

に
対

し

て
藩

で
は

､

｢
亨

Ⅱ
横
着

方
f
り
烏
頑

励

現
金

㊥
加

増
壷

卑

五
合

l一

小

売

矢
侶
禄

と
申

付
席

｣

(
津

軽
藩

E
髭
)

と
蘇

り

･
値

下
町
召

せ
ざ
石

膏
､訂
奇

か

っ
戸
】‖

/
)
の
様

薫

5
,盲

の
最

中

に
.
深
浦
か

ら

の
奄
船

が
着

岸

し

た
為

､
領

民
は

Tt
々

､
常

≦
∈

て

･
彼

常

を
細

見

､
柊

等

の
零

式
･を
書

出
す

に
育

つ
tLJ
の
で
前
石

｡

今

1

1
Jへ二
m.
†

r
二
+.I.t'.(
ヒ

･

｢
I
.妄
執

硯
米

轟
萎

電

報
仲

村
,V
亨

tt柵

唱
船
方

三
目
付
引

取
ウ
｢
事

｢
寒
声

対
米
笛

引

t畢

て
専

一､売
禾

壷

サ

五
台

1一
兼

仲
村
庵

嘗

I五

郎
横
様
巾
村
専
守
M
;J
(
工
藤
豪
雪

S
五
ケ

席
で
素

=
'
こ

れ
ら

の
要

求
が

J
と
の
箪

貫
蘭

書

入
射
古
来
だ

付
利

､り
布

目
が

I
E
だ

｢
鰐
ナ

壷

船
頭
集

よ
り
渓

而
席

入
野
句
巌

岩
石
唯

美
(
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態

甘

学
.壷

嘩

･..嗜
trへ工
藤
家
寵
)

と
布

石

乃
TT
L..J
革
リ

･

い
レ
モ
か
く

､
哩
米

だ

け
は
中
止

き

た
ヒ
撃
力
封
巧

-

今

､
鰐

す
軍

腹
敏

の
蛋

東

雲
亭

萩
簡
巌

刀
で
九

レ
t,比
毅
す

hT,L
に
､
慣
寒

竜

笛

､
米
笛

廃

止

I
帯
倍

終
Fi
乎

レ

二
五ケ

第

三

っ
ま

で

刀
類

県
鳥
せ
管
見
T

rrJ
b

二

鳥
事

1

.
寄
寓

･
終
ケ

無

力
住
民

伊
同

.･J
粟
亀

井
･,;
騒

動

に
風
穴
だ
?
,
>｣
.
費

に

､
婆

痔

･51.
領
iLrJ
t:A;ー
莱

頂

.伊
'
等

し
く
害

し

い
と

い
1...
二

･こ
壬
荒
す

モ
6;
で
訪

Nrl
う

"

甘
深
浦
騒
動

(
,
の
瀞
動

け

'

｢
天

竺

二
年

ヒ
珂

三

t
B

抑
朋

｡
於
譲
讃
藻

町

中
Jて
竜

三
斉
発

人
波

常

い
た

し
塵
を

三
野
二
蓉
勤
王
蕃
円

飯

田
窒

琴

芝
衛

E:
筆

清

繋

二
相
画

碩
-

｢
下

綿

)I.1m
･fJ
(

工
′燕

麦

託

)

ヒ
前
石

こ

と
か
､.り
旬
､>F'
れ

石

の

で
あ

石
ガ

､
三

吉
余
人

と

い
う
人
数

ガ
･r
し
て

も
､
小

硯
領
㌢

モ

の
で
市

リ
､二
滴
で

は
､
八
riL
十

巳

-＼
列
首

蔑
者

レ｣
苧

り
S

石

｢
吉
馨

町
竜

洋
軸

モ

チ
制

動

解

/
町
多

七
･サ＼
号
詫

未

予

て
射

影
-
町
等
蔵

儀

町
太
左
衛
円

的
璃
書

軽
覇
屋
小
束
街
｣

(

津
軽
竜

日
蝕

)

の
大
人
妾

買
肺
･耳
入
牢

仲
何

て
/)
石
t

以
上

~
菜
咽

S
飢

鰭

に
や

け

ろ
膚

嘆
騒
動

に

1

い
て
述

I/
て

き
た

げ
､

(
,
か
ら

の
襲
泰

は
､
全

て
飢
鰭

の
際

の
食

御

不
足

こ
い
ヶ

年

荷
的

原
田

今

｡
発
生

し
て

い
ろ

の
で
市

り

･

産清
的

t
席

L
も

云
え

ろ
〝

し
か

し
･
竜

春

希
勧

L
J
そ

の
夢
或

す

弓
と

ろ

宅

務
石

に
(;

化
す
L
モ
牽
索

餌
を

毛
の
と
ば
か
り
は

云
た
ち

rJ
の

で

下
り
､
準

苛
酌
を

も

の
S
中

に
､
政
治

的
な

も

の
拭
遁

走

し

て

Ĵ

盲
目‥

こ

の
席

LLT
百
姓

L
森

T;
'
封
車

社
会

の
顔

化
と

と
も

に
生

じ

石

井

窓

幽

現
象

で
あ
石

t

怖
ナ

､
封
軍

神
金

の
未

申

叱

れ
茸
清

に
未

'/
て

,
=
判
子

で

は
､
武

士

閥
締
∵
14.h七

三

モ

っ
て
弄
り
t
や

Jt

_寸

､
身

頚

髄

訳

に
穿
け
サ,,IP
武
士

の
位

置

ヒ

1
衷

し
て

い
た

の
ノで

薪
石
こ

し
分
し

､
し
た

P.,
に
貨
幣

が
､
鰭
溝

の
.&
心

と
な

り

･
野

人
覆
髄

が
､
商

豪

富
瞥

吾

,
と
に
よ

り

㍉
雷

窄
蓄

積

し
て
･I

籍
清

的
ヒ
武

士
噌

綬
せ
滝
質

す
巧
者

が
現
れ
'
雇
涛

上

の

蒔

寒

と
身
凍

上

の
略

解

ヒ

で
L
が
隻

.J
首
ib
う

に
LJf
ろ
｡

こ

の
様

に

し
て
'
町
人

か
藷
斎

上
の
主
導
鹿
を

と
要
石

と
､
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雅
泰

中

心

の
武

士

の
生

活
は
I

L
象

./
u
圧

迫
さ
れ

J
果

て
は

で
の
し
わ

よ
せ

伸
度

好

へ

の

L付
か

っ
て
く
る
の
で

覇
･石

｡

(
)
の
簡
規
に
慮

え

ら

れ
在

っ
た
膚

馬
が
.
自

己
の
利
益
追

求

の
烏

に
の
み
あ

く
せ

く
と

し
てい
ち
蓉
尿

管

甘
前

に
胃

て
､
学

の
不
満

首
席
賓

NU
せ
ろ

こ
と

に
な
る

の
で
布

石
ハ

次
に
?trJ
の
頻

度

hJ
衷

い
て
紫
蘇
な

り
挿
t
J仏
頻
木

造

の
棒

金

で
布
石

ク
即
ち
覇

逢

し
た
焼
く
.

一
度

首
櫨

の
要
求
を

認

め
恵

が
如
き
腰

子
を

示

し
､
盲
唖
凄
竜
顔
め

を
綬

'
TJL,

の
首
謀
蕃

竃
席

耳

否
蛙
重

曹
菅
深
さ

に

し
て
塵

圧
す

石

と

い
う
繁
略
言

用

い
て
い
る

こ
と
で
あ

る

.J
r
l
R

け

'
¥

晴

の
武

士
層

の
生

活
か

､
農

寓
か
わ

の
搾

t胆
の
上

に
嵐

立

し
て

い
な

が
-り
も
J
彼

､り
豪
傑
護

す

ち
と

い
､つ
鶴
舞

を
床

い
､
全

/､
農

琵

の
寄

生

虫
的
存
在

で
し
か
あ

り
え

サ

ー
武

力
を

モ

っ
て
正
面

か
-り
呼

て

つ
け
石
と

い
う
威
膏

が
肯

か

っ
た

こ
と
言
完
了

も

の
で
有

り
､
彼
等

の
夢
表

号
胡抑
部
首

こ
と
は

t
と

弓

も
守

お
き
ず

､
白

ら

の
濯
番

号
弱

仇
化
さ

せ
る

こ
と
で
祈
り
'
いて
か
か

こ

い
つ
て
J
秦

轟
音

言
わ
ピ

サ
発

意
す

ち
月
モ
ち

い
と

J.,
う
武
士

の
微
妙

な
東
経
を
あ

ら
わ
し
て
,_/
ち
と
思
う
〝

又
､
中
津

の
韓
動

は

I
比
較

約
過
激
唯

か
な

く

'
賓

期
向

も
厚

い
の
で
布
石

が

､
二
九

は
農

民
の

性
格

に
も

よ
る
仁

う
う
が

二
滴
体
制

と

い
､つ
居
島

の
｣昧
1Lq
が

行
わ
か

､
他
国

と

の
凄
鰭

が
少

い
と

い
､つ
各
務

の
蔽
治
鹿

式

に
も
内
債
が

あ

り
､
僻

に
叔
藷

の
地
車
位
置

に
帝
石
損
金

.

I
標

と
い

う

も

の
に
対
す
石
循

環

の
意
親

が

､
他

か
･つ
の
刺
激

官
軍

け
る
/
)
ヒ
irQ
ケ

く
.
低

い
堪

責

で
あ

ハ
た

と

,)
ラ

(
,
}J
が

秀

モ
-り
射
ろ

｡二
,L
J刈
故

に
､
こ
れ
､り
の
騒
泰
が

､

l
晴
雨

な

因
帝

の
解
消

と

,/
,つ
東

国

し
か
千
巧

･見
な
か

っ
た

竺
ぐ

は
布
石

き

い
か

c

n

鈍
磨

の
穆

状

′
_
＼

触
感

の
惨
状

は
､
前

息

の
農

民
騒
南

に
モ
チ

り
加

ろ
が
､

こ
こ
で
は
､
農

胃
矯
東

軍
除
き
､
領
内

の
盲
健

の
生
活
状

態

老
兵
締
約

に
述

べ
て

み
ち
C

飢
種

の
原
因

と
し
て
1
着

の
親
米

に

.;
I/
て
漣

べ
た
が

､

領
内

の
届

上
鮒
を

､
全

て
米

で
紳

助
さ
せ

t
N
J
山
水

四

部

左
蘇
門

に
米
穀
を
常
長

め
き
せ

･
津

出

し
長
鳥

､
凶
確

発
生

と
と
も

に
領
内

の
ポ

が
肺
底

に二
及
乙

だ
へ
こ
J
は
尊
祭

の
こ

と
で
奇

石
C

三
年

の
大
月

頃
よ

-

J
し
だ

い
に
領
民

は
食
料

に
不
足
す
ち
よ
う

に
な

っ
た
.
四
月

l
虜

三
十
五
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巧

轟

で
誘
ハ

た
米

虚

け
倉
演

に
醸

膏

し
.
七

月

に
は

It
傭

四
十

二
象
三
尊
と
守

った
リ
.1J
S.J
彩
層

は
他

の
幼
滴

の
下

落

と
写

っ
て
布
石
わ
か

て
煎

り
､

｢
五
十
零

慧

紺
物
は

有
毒

に
も
東

不
中

枠
争

三
ッ
凄

膜

質

〟
客
五
合

に
接

R
7
革
帯
物
井

一
成

ヒ
小
官

-
軒

取
菅

僻
蝶
薗

不
坪
由

田

畑
家

慶
乗
壌

錦
藩

と
而
尺

玉

収
に

も

賛
取
申
脊
索

i

l

fL

(
天
明
蛸
額

田
嘉

)

と

い
う
看
磯
.に
な

っ
て
L
ま

っ
′た
の
で
索

石

っ

こ
れ

に
対

し
藩

で
は

､

｢
六
月
坤
固
ま
=
宜

町
井
米
商
売

寧

hJ
初

の
雀

は
有
線

N

者

(
二
十
席

三
十
俵

と
白
々
南
朝

S
外

一
線

店
頭

l二

.
十

字
句
に
て
貫
細

々

(
トへ
別

二
而
三
盆
と

三
舎

と
<

売

方
額
仲
村
傭
｣

｢
御
お
米

モ

=

一
十
億
荷

室
勘
度
し

へ
l
l
I
天
明

凶
蔑

日
東

)

と
あ

ち
こ
と
か
IL1
.
町

の
未
満

Lt.リ
米
召
出
さ
せ

て
､
小

売

さ

せ

ろ
と
と
モ
に

､
岩

千

の
お
兼
も
行

っ
た

が

､
二
の

糧
恵

の
激
暑

は

､

｢
二
十
唐

迎
二
二
十
俵

の
康

中

々
行
居

不
申
碑
お
米
等

も

ケ

<
希

JrJ
席
待
井

-
無
季
未
熟

郡
中

hl
奉

て
勧

我
青
も

武
石
申
し

(
H(
明
凶
歳

日
東

)

と
あ

り
.
領
内

の
満
車
者

に
対

し
て
は

､
何
-り
強

風

S
･初

男
畢
あ

叶
え
な

か

っ
た

ニ
ヒ
が
判

る
｡

石
地
痩

け
滑

召
毛

と
の
守
食

生
活
音
準

っ
昆
外

J
他

宇
才

度
モ

な

く
､

｢
失
明

凶
度

日
寵

｣

に
上
れ
廿

､

｢
常

､
キ
相

･
衰

覇

､
十

夕
し
蕗

､
大

富

♂
葦

､
看

､′ノ

覇
虐

'
(
シ
カ

ヌ
カ
｣

等

を
求

劫

-
命

を

つ
な

い
で

い
た

の
で
事
石

目

し
か
る
に
､
こ
の
様
な
求
席

に
お

か
it
た
農

民
は
･

I
方

に
..G
J
て
け
蛋
敬
老

も

っ
て
ー
又
､
他
方

､
雅
領

{
と
鶴
萩

寸

t(.F
r
'と
に
よ
り
.
)で
の
困
窮

を
ま

め
が
Ttt
√

と

し
だ
伊

で
ts
ろ
♪
印
fr

｢
八
日
上
旬
金
木
新

田

の
着

秋
阻

(
知
巧

.I/
索

-て
春

偉

斬
向
方

七
号

俸

の
確

合

に
而

五
七
人
各
月

の
南

村

も
拙

寒
蕨
由

泉
南

攻
寄

に
蕗

ま

=
′
､
夫

よ
=
･.
右
奥
小
者

1口
舌

に
不
長
大
鉢

の
盲
嘘

モ
田
畑
家
看
取

モ
封
冶

親
毘
豊

手
引
痩

銘

々
者
誓
せ
育

男

JrJ或

T口
走
人

子
供
愛

馬
に
棄

せ

(
日
に
五
十

人

三
十

人

J
唾

に
は
二
百

三
石

と
妄

月

秋
笥

(
行
着

引
も
切
ら
す

.
托

八
日
由
匂

Lb
り
+

I
R

末
を

他
国

へ
行
着

t
万
偉

人

L

(
天
網
田
鹿

日
東

)
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と東

リ

'

で
の
鞄

の
多

い
こ

と
を
鬼

石
｡

線
等

..-
-呼
努

悪

露

)妄

口
車

ii
し
て

､
F
,'外
包

旭
丘

と

し
た
柵
嶺

1
ぬ
け
孝

リ

L
で
奉

っ
た

･

虜

庚

帝

亀

が

･義

孝

的
な
生

活
館
清

の
富
泰

で
粛

十

二

の
塾
散
は
､
号
加

に
対
し
詣

庵

的
存

亡
の
で
あ

る
が
､
隻

箔

の
ゆ
き
す

す

り
首

避

け

よ
う

と
す

る
人
間

の
東
熊
毎

売

行
兎
で
素
っ
を
ヒ
亨
乙
J
う
C

一
号
領

円

の
傍

班
首

克
石
と
■

｢

所々
津

名

も
多

出
土
蔵

宅
牽
珊

碩
通
則
強
法

だ
え

守

成

-

･
二

%
.略
7

-

長
沼
筑
絶
対
額
三
部

J
沖
合
津
村

頒
兵
衛
､
書
出
対
顔
稲

.
沼
田
寛
.
汚
薯
対
市

≡
触

lj

申
屠
共

へ
せ
甥

の
老

二
十
J
三
十
人
在

定
に
押

入
米
穀

味
噌
癌
輝
葦
貰

施

勇
類
賓

界
申
併

し
へ
天
明
山
番
-
託

)

と

､
遥
赫

ヒ
cLf,
(
た
者

が
多

く

､
大

化
は
全

く
乱

れ
て
L

ま

っ
モ

の
で
覇

ろ

1

二

才

よ
う
な
水
盤

ー
'
L
h
J
rJ

に
評
者

L
I守

り

､

｢
出
府

苅
S
,諦
淡
鴇

と
年
書

の
せ
磨
十

警

出
席

の

発

言

儀
転

敦
原
音

七
両

人

に
而

四
日
間
仏沖
申
輝
索
緩

上
り
人

吉
克
て
鯖
中
葉

由
顧
中
衛
由

桑

日
夏
詣
繁

甲

F:言

下
透

け
死
と

hrJ0
人
妄

嶋

席
｣
y
漆

謀

の
弐
勘

と
申
塵

の
蕗

に
而

子
塵

の
遵
奉
簸
雁

に
付
商
家

よ

り
参

り
更

け
れ
ば

~
耳

を
生
別
た
ち

号
炭

の
張

へ
増

村
眉

備

由

此

(,
類

も
多

J
J

〔
天

明

凶
顔

日
寵

J

ど

-
ま

さ

に
親

子
兄
鼻

の
蓮

義

も
な

く

､
獣

周
然

ヒ
方
リ
､

人
橋

の
轟

音

tT
ず
れ
て

t

､
自

己

の
章
命

を
維
持

せ
ん

と

す

る
せ

っ
は

ず
ま

っ
巨
人
何

の
蔓

音
詩
石

と
と
も

に
J
天

明

の
鈍
館

が
如
何

に
悲
惨
な

る
モ

の
で
あ

っ
た

か
々

周

れ

し
め
ろ

モ

の
か
あ
る

.

こ
.の
頼
な
食
崩

の
不
足

か
ら

の
穆
水

に
加
え
石

に

､
寝

帝

の
発
生
か
布
り
･

｢
頃

日
痔
海
南
溌

行

し
て
弘
前

両
凍

上
在

は
華

に
市
細

々
の
痛

み
大
方

を
,り
す

鯵

ケ
訳
読

町
空

五
十
食

入
箱
男

償
内

二
十
人
は
餓

希
穀

三
十
偉
人
時
頼

に
て
相
異
傭

｣

へ
天
坪

山
衆

目
恵

)

と
芥

リ

ー
疫

病

に

よ

ち
死
t

t
多

か

ハ
モ
事

を

知

石

C

雪

津

軽
茅

に
泰

い
て
は
･

こ
の
天
明

の
.飯
館

の
碑
蜜

､

修

状
ヒ

し
て

､
雌

の
伽
館

と
昇
る
も

の
に

､
出
火
が
頻
麿

し
て

い

る
こ
と
で
あ
る

〝

南
部
藩
五

i
)
で
は
･
馬
ikJ食

物

と
す

ち
こ
と
が
秦

せ
､リ
オ

て
rL
た
属

に
･
釦
僅

けト
本

い
て
は

､
出
火

の
傑
磨

け
死

ん
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だ
･U
の
理
由
を
挫
遷
す

首
題

t
.
出
火
が
多

い
と
苛
か
判

石
が

.
水
着

に
敷

い
て
げ
､
今
触
感

に
卓

い
て

､

｢
十
女
目

に
玉
竹

重
合

の
米

よ
り
は
十
東

員
'<
篤
や
･)
鍋

備
得

げ
米

一
席

駿

の
蟹
封

に
鵜
威

儀

L

へ
ヌ
嫡
出

寮

口
髭
)

と
禿
ろ

こ
と

か
､り
､

夏
祭
と
僧
籍

ー二
王
射
て

い
た

の
で
奉

り
､
南
部
藩

の
如
き
寄
席
は
存
在
し

行

い
の
.で
薪
不
.

し

か
る
に
出
火
TbI
十

月
噴

J
リ
.
毎

B
濁

夜
の濁欝

で
票

だ

C｢
比
頃

町

々
に
着

火
離
壇
嘩

て

一
ヨ

㌻
荷
主
を

･･･.q
肴

と

(
天

明
吋
頗

日
記

)

ヒ
育
ち
･･r
j
と
か
ら

.
出
火

の
魔

人
jt.蒜

東

光
で
あ

至

]
と

を
知
巧

の
で
薪
り

､
弼
量

の
頚
諺

と
同
じ
蓑

田

の
も
と
に

巧

さ
T
yt
､
出
火

の
騒
ぎ

に
亨
ぎ
刺

て

､
飽
宅
等

小
丘

と
し

た

も

の
と
席

､子
り
水

石

の
で
薪
ち
ゃ

こ

の
蔑

在
韓
鍵

の
寓

栗

と
し
て

､

｢
天
明

四
境

匂
衰

L

に

よ
れ

ば

｢
餓

死
老
君

零

せ
驚
甚

十
万

ニ
ヰ
偉

人

と
額
喝

得
展
正

々
竜
究
明
豪

lニ
万
五
十
館
軒

外
三
二
百
帝
人
病
癖

に
面

相
果
修
雌
回
行
け

八
万
線

人
｣

と

､
ま
さ
に
元
庵

の
軌
葎

ti
償
わ
ぬ
看
壕
で
商

っ
た

｡
L

か
石
に
､
こ
の
揚

水

を
着

で
は
如

何
な

ろ
領

を
も

っ
て
蝿

理

J
よ
う
と
L
u)
伊
で
あ

ち
ら

か

八

.1日=但
薄

の
吋
簡

′一l1

天
網
芳
一
井
､
膏

よ
り
東

風
が
吹
き

'
領
内

の
首
無

げ
､

金
森
了
解

､
大

凶
康

の
讃
類
と
な
り
'
領
罵
雇
が
啓

t,
し

く
な

っ
た
一
J
か
石

に
.
膏

で
は
1

1
執
乾

の
人
々

の
内
大
谷
津
七
郎

と云
合
せ
此
幸
せ
佑

寧
/t
q
{
嘗
く
醸
し
奉
り

し
か

ハ
熊
民

の
逼

塞

り
て
鴫

野

の
砂
く
ほ
て
奉
り
け
水

八
津
整
多
摩
積

り
出
荷

し
て
'S

に
逢
奉

り
音

rri
由
ぞ
喜

上
し
て
朱

民

の
藩

書
画

か
ん
と

す
増

(
看
嘩
)

と
あ

り
'
軒
巨
大
督
津

七
飯

の
為

_=
､
穀
斉

が
亮

入
i
j
な

き
水
母
か
っ
だ

の
で
市
有
〝

当
時
､
大
著
両
棄
額
用
人
≠
】

勤
め
て
い
た
津
庭
草
賭

け
江
戸

に
出
帝

し
､
直
轄

'也
に

l

加
TkJ
申

し
上
軒

'
そ

の
場

､
Lq
,つ
呼
く
藩

の
絃
清

i)嶺

福

助

に
行

わ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た

の
で
布

石
〝

}
J
巧
村
賃

と
し
て
ほ

.
農

官

の
撞
清
音
俸

一
に
考

え

て
い

る

二

,
の
晴

代

の
奪
清

か
米
中

心
に
曹
ぎ

オー
て

い
た

の
で

あ
り
･
触
感
音

の
伊
か
予
万
浩
と
し
て
7-
.
地
顔

ヒ
の
物

食
費
凍

毛
や

い
た
め

'

た

領ゞ

内

の
峡
増

せ
萌

叶
石

以
外
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に
な
か

っ
た

の
で
寄

る

｡

腰

寓

の
救
済

に
は

､
町

の
米
持
ぢ

濠

か
ら
棄

て
出
さ
せ

､

小
売

し
た
り

､
多
小

の
溢
米
モ

行

っ
た
林
､
学

の
知
寛
は

皆
顛

ヒ
云

っ
†

喪

/)
雀

で
祈
り
､
領

内

の
革

不
足

1二
斉

し
､

鹿

石
に
米

ビ
い
う

有
席

で
蕃

C
危
二
と
-1
蘇

漣

し
た

と
こ

ち
で
南
ろ
灘

､
着

の
壇
寛

と
し
′て
相
へ
)
S
を

清
見
外
に
薙

し
､て
布
か

つ

iu､り
し
い

竺
:.J
あ

る
･
C
農

耕
努

勅

に
C"
.,
て

は
､
又
､
多

小
の
聖
置
妾

と

ハノ
て
p/
石
が
線
通
す

tC',
C

こ

rt>
後

も
､
こ

の
小
売

米
≠
!鯖

け
ち
こ
と

に
よ

っ
て
層

群

の
食
生

慧
盲
嚢
わ

ん
と

し
て
い
る

り
即

ち､

｢
ル
夜

警

空
刀
要

点
二

人

に
村
瀬

三
舎

重
重

合
都
合

E
3

合
Jて
歴
青

中
村
原
産

を
市
長

l
人

!)
村
栄
軒

食
頼

り

に

磯
伸
骨
腫
同

相
自
由
盲

人
前
米
式

d
it大
l亘
重

合
観
合

三

合

に
季

万
申
iTt,候
膏

(
内

山
蔦

iHl
)

｢
町

々
米
下
菟

七
着

共

l
両
日
酷
寒
出
し
不
甲
畠

碑
向

得
候
を
候
雨
着

小
青

学
看
甚
簡
寮
可
翼
確
固
今

日
自
薦

出
席
牒
可
希
申
付
席
璃

〔
村
井
寓

記
)

キ
ヒ
命
じ
.
出
来

石
摺
り
八
毒
舌
痩

け
否
よ
う

に
と
つ
と

め
て

い
ろ

ハ

こ
の
小
売
米

に
慮

モ
伺

候

の
萄

石
循
内

の
米

不
足

は
-
咽

推

ヒ
学
割

以
前

の
天

頂
'
江
戸

(
の
嘩
米

の
ノ為

､.
モ
た
,i.I

芝
刈
-
騒
動
署

JtJ
膏
も

こ

し
た

｡

領

内

の
食

料

の
併
存

に
つ

=÷
J
は

､

｢
t.
栗

而
魔
物

､

I.髄
髄
賓

衝

J
I.
千
着
顛

表
替

耳
中
人
解
価

発

tr
漕
醤

油

､

t
.漉

､

I
倦

1
胸
管
片
帝

の
葡
貰

李

て
外

に
毛
管

物

1ニ
可
鹿
現

品

は
穀
物
同
席

撃

ケ

毎
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∴
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藷
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∴
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台
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台
吉

夢

は
九
台
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⊥
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滑
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仕
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･
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追
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円
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日
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亨
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巌
相
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へ
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っ
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台

ぐ
Jり
い
･S
寓

意

で
あ

(ー
た
属

､
撃

て
る
者
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銭
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､
薯
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掻
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乎
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食
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額
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て
し
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っ
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榔
頒
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村
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轟
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後
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塵
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潜
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よ
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ヽ
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茶
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仁
至

二

-
は
､

い
か
.に
含
璃
ヒ

t
k.)って
モ
､

離
層
晴

で
己
署

リ
､
朋
当

の
頁

旭
ヒ
な

二

J
い
た
で
賓
う

う

し

､
藩

の
曹

栗
額

に
虎

rJ
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簡
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嶺
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華
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付
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召
人

三

百
人

の
儀
却
政
苛

に
も
杉

原
篠
け
神
慮

kLi
く
人
市
井

に

牌
与

に
羅
山
候
L

(

天

明
凶
歳

日
記

)

と
萌
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榛
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古
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縛
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仲
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縄
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＼
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藤

家
元

)

と
栽
斎

小
屋
を
牽

て

､
収
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烏
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＼
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蜜
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仰
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簡
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右
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付
順

｣

(
天
網

倒
壊

日
嘉

)

と

､
禍
岡
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･･･
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華
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∵
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茸
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摩
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落
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催
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右
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友
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右
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♂
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篠

下
原
凄

(
工
藤

家

牢

)

と
藩

士

の
軸
行
蒸
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憂
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佐
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篇
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を
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葡
句
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♂
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叫
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蛭
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と
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績
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縛
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∩
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♂
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仁
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叱
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摩
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･･･
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佐
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付
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史
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に

∩
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櫓
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萩
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仕
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膏
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付
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付

梶
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懸
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藷
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司
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鎧
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♂
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錦

キ

ビ
壬
与
‡

て
い
た

が

~
こ
れ

は

寛

政

年
間

に
お

け

ち
藩

士
土
層

寒

周

刀
端
軍

署
キ
ナ

毛

の

下
市
(.た
C

以
上

■
寿

昭

S
釦

健

L
'対
す

三
番

の
対
審

言
述

べ
て
き

た

'-.}
摩
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藩
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塵
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範
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蒙
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摩
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膏
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｣
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梢
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菱
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史
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鶴
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華
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値
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右
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薦
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熊
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蜜
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ろ
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窮
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も
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